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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年11月2日(2017.11.2)

【公表番号】特表2016-530315(P2016-530315A)
【公表日】平成28年9月29日(2016.9.29)
【年通号数】公開・登録公報2016-057
【出願番号】特願2016-542074(P2016-542074)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 237/24     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/50     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/501    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5025   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 498/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/06     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 487/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 471/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 498/22     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 401/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/55     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/553    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 403/08     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/215    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  237/24     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ   31/50     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/04     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/501    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  405/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  403/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １０４Ｚ
   Ａ６１Ｋ   31/5025   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  498/06     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  487/06     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  487/08     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  471/22     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  498/22     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  401/10     　　　　
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   Ｃ０７Ｄ  405/10     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  403/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/55     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  413/06     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/553    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  403/08     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   31/16     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/215    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年9月22日(2017.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物またはその薬剤的に許容できる塩。

【化１】

（式（Ｉ）中、Ｇ1は、
【化２】

およびＲ5からなる群から選択され；
　Ｇ2は、水素、ハロゲン、－ＣＮ、任意に置換されたＣ1-6アルキル、任意に置換された



(3) JP 2016-530315 A5 2017.11.2

アリール、任意に置換されたヘテロアリール、－ＣＨ2ＯＨ、－ＣＨ（Ｙ1）（ＯＨ）また
は－Ｃ（Ｏ）Ｙ1であり；
　Ｇ3は、水素、－Ｃ（Ｏ）Ｙ2、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｙ2、－（ＣＨ2）－Ｏ（ＣＯ）Ｙ2、－
（ＣＨ2）－Ｏ（ＣＯ）ＯＹ2、－（ＣＨＣＨ3）－Ｏ（ＣＯ）Ｙ2、および－（ＣＨＣＨ3

）－Ｏ（ＣＯ）ＯＹ2からなる群から選択され；
　Ｙ1およびＹ2は独立して、任意に置換されたＣ1-6アルキルまたは任意に置換されたア
リールであり；
　Ｒ1は、ＯＲ6、ＮＨ2、任意に置換されたアルキル、任意に置換されたアリール、任意
に置換された一置換アミン、任意に置換された二置換アミン、任意に置換されたヘテロシ
クリル、任意に置換されたＮ－スルホンアミドおよび任意に置換されたアルコキシアミン
からなる群から選択される、またはＲ10であり；
　Ｒ2は、水素、Ｃ1-6アルキル、任意に置換されたＣ3-6シクロアルキル、任意に置換さ
れたアリール、任意に置換されたアリール（Ｃ1-6アルキル）または任意に置換されたＣ
－アミドであり；
　Ｒ3は水素またはＣ1-6アルキルであり；
　あるいは、Ｒ2およびＲ3は一緒になって、任意に置換されたＣ3-6シクロアルキル、任
意に置換された５～６員ヘテロシクリルまたは＝Ｏを形成し；
　Ｒ4は、任意に置換されたアリール、任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換さ
れたシクロアルケニル、任意に置換されたヘテロアリールおよび任意に置換されたヘテロ
シクリルからなる群から選択され；
　あるいは、Ｒ4はＡ1ＲA4ＲB4であり、Ａ1はＣＨまたはＮであり；ＲA4およびＲB4はそ
れぞれ独立して任意に置換されたフェニルであり；
　Ｒ5は、任意に置換されたアリール、任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換さ
れたシクロアルケニル、任意に置換されたヘテロアリールおよび任意に置換されたヘテロ
シクリルからなる群から選択され；
　Ｒ6は、水素、Ｃ1-6アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｒ7および－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8Ｒ9からなる群か
ら選択され；
　Ｒ7は、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルケニ
ル、シクロアルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、アリール（Ｃ1-6

アルキル）、ヘテロアリール（Ｃ1-6アルキル）およびヘテロシクリル（Ｃ1-6アルキル）
からなる群から選択され；
　Ｒ8およびＲ9は独立して、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル
、シクロアルケニル、シクロアルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、
アリール（Ｃ1-6アルキル）、ヘテロアリール（Ｃ1-6アルキル）およびヘテロシクリル（
Ｃ1-6アルキル）からなる群から選択され；
　　あるいは、Ｒ8およびＲ9は一緒になって任意に置換されたヘテロシクリルを形成し；
　式（Ｉ）中、Ｒ1がＲ10である場合、Ｒ10およびＲ4が一緒になり、Ｌ1を含んで、Ｌ1が
Ｒ10およびＲ4を連結して１１～２０員環を形成し、あるいは、式（Ｉ）中、Ｒ1がＲ10で
ある場合、Ｒ10およびＲ5が一緒になり、Ｌ1を含んで、Ｌ1がＲ10およびＲ5を連結して１
１～２０員環を形成し；
　　Ｒ10は任意に置換された－ＣＨ2－、任意に置換された－ＣＨ＝ＣＨ－、Ｏ（酸素）
、Ｓ（硫黄）、またはＮＲ11であり；
　　Ｒ11は水素またはＣ1-6アルキルであり；
　　Ｌ1は－Ｌ2－、または－Ｌ3－Ｌ4－Ｌ5－であり；
　　Ｌ2は任意に置換されたアルキレン、任意に置換されたアルケニレン、任意に置換さ
れたヘテロアルキレンおよび任意に置換されたヘテロアルケニレンからなる群から選択さ
れ；
　　Ｌ3は任意に置換されたＣ1-6アルキレンであり；
　　Ｌ4は任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたアリール、任意に置換さ
れたヘテロアリール、任意に置換されたヘテロシクリル、Ｏ（酸素）、Ｓ（硫黄）、また
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はＮＲ11であり；
　　Ｌ5は任意に置換されたＣ1-6アルキレンまたは任意に置換されたヘテロアルキレンで
あり；
　Ｚ1およびＺ2は独立して０、１、２、３または４である。）
【請求項２】
　Ｇ1が、
【化３】

であり；
　Ｇ2が水素またはＣ1-6アルキルであり；
　Ｇ3が水素、－Ｃ（Ｏ）Ｙ2、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｙ2、－（ＣＨ2）－Ｏ（ＣＯ）Ｙ2、－（
ＣＨ2）－Ｏ（ＣＯ）ＯＹ2、－（ＣＨＣＨ3）－Ｏ（ＣＯ）Ｙ2、および－（ＣＨＣＨ3）
－Ｏ（ＣＯ）ＯＹ2からなる群から選択され；
　Ｙ2がＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ1がＯＲ6、ＮＨ2、一置換アミン、二置換アミン、ヘテロシクリルおよびＮ－スルホ
ンアミドからなる群から選択され、前記一置換アミン、二置換アミン、ヘテロシクリルお
よびＮ－スルホンアミドがそれぞれ、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキ
ル、シクロアルケニル、シクロアルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル
、アリール（アルキル）、ヘテロアリール（アルキル）、（ヘテロシクリル）アルキル、
ヒドロキシ、アルコキシ、アシル、シアノ、ハロゲン、チオカルボニル、Ｏ－カルバミル
、Ｎ－カルバミル、Ｏ－チオカルバミル、Ｎ－チオカルバミル、Ｃ－アミド、Ｎ－アミド
、Ｓ－スルホンアミド、Ｎ－スルホンアミド、Ｃ－カルボキシ、Ｏ－カルボキシ、イソシ
アナト、チオシアナト、イソチオシアナト、ニトロ、シリル、スルフェニル、スルフィニ
ル、スルホニル、ハロアルキル、ハロアルコキシ、トリハロメタンスルホニル、トリハロ
メタンスルホンアミド、アミノ、一置換アミノ基および二置換アミノ基からなる群から選
択される一つまたは複数の置換基で任意に置換されており；
　Ｒ2が水素またはＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ3が水素またはＣ1-6アルキルであり；
　あるいは、Ｒ2およびＲ3が一緒になって任意に置換されたＣ3-6シクロアルキルまたは
任意に置換された５～６員ヘテロシクリルを形成している；
請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　式（Ｉｈ）もしくは式（Ｉｊ）の構造を有する、請求項１に記載の化合物またはその薬
剤的に許容できる塩。
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【化４】

【請求項４】
　Ｌ2が任意に置換されたアルキレンまたは任意に置換されたアルケニレンである、請求
項３に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｌ2が任意に置換されたヘテロアルキレンまたは任意に置換されたヘテロアルケニレン
である、請求項３に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｌ1が－Ｌ3－Ｌ4－Ｌ5－であり；
　Ｌ3が任意に置換されたＣ1-4アルキレンであり；
　Ｌ4が任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたアリール、または任意に置
換されたヘテロアリールであり；
　Ｌ5が任意に置換されたＣ1-4アルキレンである、または、
　Ｌ1が－Ｌ3－Ｌ4－Ｌ5－であり；
　Ｌ3が任意に置換されたＣ1-4アルキレンであり；
　Ｌ4がＯ（酸素）、Ｓ（硫黄）、またはＮＲ11であり；
　Ｌ5が任意に置換されたＣ1-4アルキレンである、または、
　Ｌ1が－Ｌ3－Ｌ4－Ｌ5－であり；
　Ｌ3が任意に置換されたＣ2-4アルキレンであり；
　Ｌ4が任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたアリール、任意に置換され
たヘテロアリール、任意に置換されたヘテロシクリル、Ｏ（酸素）、Ｓ（硫黄）、または
ＮＲ11であり；
　Ｌ5が任意に置換されたＣ2-4アルキレンである、請求項３に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ1がＲ10であり、Ｒ10がＮＲ11であり；
　Ｒ11がＨ（水素）である、
請求項３～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ１がＯＲ６であり、Ｒ６が水素またはＣ１-６アルキルである、請求項１に記載の化
合物。
【請求項９】
　Ｒ１がＯＲ６であり、Ｒ6が－Ｃ（Ｏ）Ｒ7または－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8Ｒ9である、請求項１
に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ1がＮＨ2、任意に置換された一置換アミン、任意に置換された二置換アミン、任意に
置換されたＮ－スルホンアミド、または任意に置換されたヘテロシクリルである、請求項



(6) JP 2016-530315 A5 2017.11.2

１に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ1がＲ10であり、Ｒ10がＣＨ2またはＮＲ11である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１２】
　Ｇ1が、
【化５】

である、請求項８～１０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１３】
　Ｒ2が水素またはＣ1-6アルキルである、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１４】
　Ｒ3が水素またはＣ1-6アルキルである、請求項１２または１３に記載の化合物。
【請求項１５】
　Ｒ2およびＲ3が一緒になって任意に置換されたＣ3-6シクロアルキルを形成している、
請求項１２に記載の化合物。
【請求項１６】
　Ｒ2およびＲ3が一緒になって任意に置換された５～６員ヘテロシクリルを形成している
、請求項１２に記載の化合物。
【請求項１７】
　Ｒ4が任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたアリール、任意に置換され
たヘテロアリールおよび任意に置換されたヘテロシクリルからなる群から選択され、Ｒ4

が置換されているとき、Ｒ4は、ハロゲン、Ｃ1-6アルキル、アルコキシ、アリールオキシ
、ハロアルキル、ハロアルコキシ、ヒドロキシアルキル、Ｎ－スルホンアミド、Ｓ－スル
ホンアミド、スルホニル、任意に置換されたアリール（ここで、任意に置換されたアリー
ルが置換アリールである場合、該アリールは、Ｃ1-6アルキル、アルコキシ、アリール、
シアノ、ハロゲン、ハロアルキルおよびハロアルコキシから選択される一つまたは複数の
置換基で置換されている）、任意に置換されたシクロアルキル（ここで、任意に置換され
たシクロアルキルが置換シクロアルキルである場合、該シクロアルキルは、Ｃ1-6アルキ
ル、アルコキシ、ハロゲンおよびハロアルキルから選択される一つまたは複数の置換基で
置換されている）、任意に置換されたヘテロシクリル（ここで、任意に置換されたヘテロ
シクリルが置換ヘテロシクリルである場合、該ヘテロシクリルは、Ｃ1-6アルキル、アル
コキシ、ハロゲン、ハロアルキル、アリール（Ｃ1-6アルキル）およびＣ－カルボキシか
ら選択される一つまたは複数の置換基で置換されている）、カルボニル、Ｃ－カルボキシ
、－ＣＨ2－（一置換アミン）およびＣＨ2－（二置換アミン）からなる群より選択される
一つまたは複数の置換基で置換されている、
請求項１２～１６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１８】
　任意に置換されたアリールが任意に置換されたフェニルである、請求項１７に記載の化
合物。
【請求項１９】
　Ｚ1が０または１である、請求項１２～１８のいずれか一項に記載の化合物。
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【請求項２０】
　Ｚ1が２、３または４である、請求項１２～１８のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２１】
　Ｚ2が０または１である、請求項１２～２０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２２】
　Ｚ2が２、３または４である、請求項１２～２０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２３】
　Ｇ1がＲ5である、請求項８～１０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２４】
　Ｒ5が任意に置換されたアリールである、請求項２３に記載の化合物。
【請求項２５】
　Ｇ1がＲ5であり、Ｒ5が任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたヘテロア
リールまたは任意に置換されたヘテロシクリルであり、Ｒ5が置換されているとき、Ｒ5は
、ハロゲン、Ｃ1-6アルキル、アルコキシ、アリールオキシ、ハロアルキル、ハロアルコ
キシ、ヒドロキシアルキル、Ｎ－スルホンアミド、Ｓ－スルホンアミド、スルホニル、任
意に置換されたアリール（ここで、任意に置換されたアリールが置換アリールである場合
、該アリールは、Ｃ1-6アルキル、アルコキシ、ハロゲンおよびハロアルキルから選択さ
れる一つまたは複数の置換基で置換されている）、任意に置換されたシクロアルキル（こ
こで、任意に置換されたシクロアルキルが置換シクロアルキルである場合、該シクロアル
キルは、Ｃ1-6アルキル、アルコキシ、ハロゲンおよびハロアルキルから選択される一つ
または複数の置換基で置換されている）、任意に置換されたヘテロシクリル（ここで、任
意に置換されたヘテロシクリルが置換ヘテロシクリルである場合、該ヘテロシクリルは、
Ｃ1-6アルキル、アルコキシ、ハロゲン、ハロアルキル、アリール（Ｃ1-6アルキル）およ
びＣ－カルボキシから選択される一つまたは複数の置換基で置換されている）、カルボニ
ル、Ｃ－カルボキシ、－ＣＨ2－（一置換アミン）およびＣＨ2－（二置換アミン）からな
る群より選択される一つまたは複数の置換基で置換されている、
請求項８～１０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２６】
　Ｇ3が水素である、請求項１～２５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項２７】
　以下からなる群から選択される化合物、またはいずれかの前記化合物の薬剤的に許容で
きる塩である、請求項１に記載の化合物。
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【化６】
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【請求項２８】
　式（ＩＩ）の化合物またはその薬剤的に許容できる塩。

【化７】
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（式（ＩＩ）中、
　Ｇ1Aは、
【化８】

およびＲ5Aからなる群から選択され；
　Ｒ1Aは、ＯＲ6A、ＮＨ2、任意に置換されたアルキル、任意に置換されたアリール、任
意に置換された一置換アミン、任意に置換された二置換アミン、任意に置換されたヘテロ
シクリルおよび任意に置換されたＮ－スルホンアミドからなる群から選択され、またはＲ
10Aであり；
　ＷAは－ＣＨ－または－Ｎ－であり；
　Ｒ2Aは水素またはＣ1-6アルキルであり；
　Ｒ3Aは水素またはＣ1-6アルキルであり；
　　あるいは、Ｒ2AおよびＲ3Aは一緒になって任意に置換されたＣ3-6シクロアルキルま
たは任意に置換された５～６員ヘテロシクリルを形成し；
　Ｒ4Aは任意に置換されたアリール、任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換され
たシクロアルケニル、任意に置換されたヘテロアリールおよび任意に置換されたヘテロシ
クリルからなる群から選択され；
　Ｒ5Aは任意に置換されたアリール、任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換され
たシクロアルケニル、任意に置換されたヘテロアリールおよび任意に置換されたヘテロシ
クリルからなる群から選択され；
　Ｒ6Aは水素、Ｃ1-6アルキル、－Ｃ（Ｏ）Ｒ7Aおよび－Ｃ（Ｏ）ＮＲ8AＲ9Aからなる群
から選択され；
　Ｒ7Aは水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキル、シクロアルケニル
、シクロアルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル、アリール（Ｃ1-6ア
ルキル）、ヘテロアリール（Ｃ1-6アルキル）およびヘテロシクリル（Ｃ1-6アルキル）か
らなる群から選択され；
　Ｒ8AおよびＲ9Aは独立して、水素、アルキル、アルケニル、アルキニル、シクロアルキ
ル、シクロアルケニル、シクロアルキニル、アリール、ヘテロアリール、ヘテロシクリル
、アリール（Ｃ1-6アルキル）、ヘテロアリール（Ｃ1-6アルキル）およびヘテロシクリル
（Ｃ1-6アルキル）からなる群から選択され；
　あるいは、Ｒ8AおよびＲ9Aは一緒になって任意に置換されたヘテロシクリルを形成し；
　　式（ＩＩ）中、Ｒ1AがＲ10Aである場合、Ｒ10AおよびＲ4Aは一緒になってＬ1Aを含み
、Ｌ1AはＲ10AおよびＲ4Aを連結して１１～２０員環を形成し、あるいは、式（ＩＩ）中
、Ｒ1AがＲ10Aである場合、Ｒ10AおよびＲ5Aは一緒になってＬ1Aを含み、Ｌ1AはＲ1Aおよ
びＲ5Aを連結して１１～２０員環を形成し；
　　Ｒ10Aは任意に置換された－ＣＨ2－、任意に置換された－ＣＨ＝ＣＨ－、Ｏ（酸素）
、Ｓ（硫黄）、またはＮＲ11Aであり；
　　Ｒ11Aは水素またはＣ1-6アルキルであり；
　　Ｌ1Aは－Ｌ2A－、または－Ｌ3A－Ｌ4A－Ｌ5A－であり；
　　Ｌ2Aは任意に置換されたアルキレン、任意に置換されたアルケニレン、任意に置換さ
れたヘテロアルキレンおよび任意に置換されたヘテロアルケニレンからなる群から選択さ
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れ；
　　Ｌ3Aは任意に置換されたＣ1-6アルキレンであり；
　　Ｌ4Aは任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたアリール、任意に置換さ
れたヘテロアリール、任意に置換されたヘテロシクリル、Ｏ（酸素）、Ｓ（硫黄）、また
はＮＲ11Aであり；
　　Ｌ5Aは任意に置換されたＣ1-6アルキレンまたは任意に置換されたヘテロアルキレン
であり；
　Ｚ1AおよびＺ2Aは独立して０、１、２、３または４である。）
【請求項２９】
　式（ＩＩｃ）または式（ＩＩｄ）の構造を有する請求項２８に記載の化合物、またはそ
の薬剤的に許容できる塩。
【化９】

【請求項３０】
　Ｌ2Aが任意に置換されたアルキレンまたは任意に置換されたアルケニレンである、請求
項２９に記載の化合物。
【請求項３１】
　Ｌ2Aが任意に置換されたヘテロアルキレンまたは任意に置換されたヘテロアルケニレン
である、請求項２９に記載の化合物。
【請求項３２】
　Ｌ1Aが－Ｌ3A－Ｌ4A－Ｌ5A－であり；
　Ｌ3Aが任意に置換されたＣ1-4アルキレンであり；
　Ｌ4Aが任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたアリール、または任意に置
換されたヘテロアリールであり；
　Ｌ5Aが任意に置換されたＣ1-4アルキレンである、または
　Ｌ1Aが－Ｌ3A－Ｌ4A－Ｌ5A－であり；
　Ｌ3Aが任意に置換されたＣ1-4アルキレンであり；
　Ｌ4AがＯ（酸素）、Ｓ（硫黄）、またはＮＲ11Aであり；
　Ｌ5Aが任意に置換されたＣ1-4アルキレンである、または
　Ｌ1Aが－Ｌ3A－Ｌ4A－Ｌ5A－であり；
　Ｌ3Aが任意に置換されたＣ2-4アルキレンであり；
　Ｌ4Aが任意に置換されたシクロアルキル、任意に置換されたアリール、任意に置換され
たヘテロアリール、任意に置換されたヘテロシクリル、Ｏ（酸素）、Ｓ（硫黄）、または
ＮＲ11であり；
　Ｌ5Aが任意に置換されたＣ2-4アルキレンである、
請求項２９に記載の化合物。
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【請求項３３】
　Ｒ1AがＲ10Aであり、Ｒ10AがＮＲ11Aであり；
　Ｒ11AがＨ（水素）である、または
　Ｒ1AがＮＨ2、任意に置換された一置換アミンまたは任意に置換された二置換アミンで
ある、
請求項２９～３２のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３４】
　Ｒ1Aが任意に置換されたアルキルである、請求項２９に記載の化合物。
【請求項３５】
　Ｇ1Aが、
【化１０】

である、または、Ｇ1AがＲ5Aであり、Ｒ5Aが、任意に置換されたアリールである、
請求項３４に記載の化合物。
【請求項３６】
　Ｒ2AおよびＲ3Aが一緒になって任意に置換されたＣ3-6シクロアルキルを形成している
、請求項３５に記載の化合物。
【請求項３７】
　Ｒ4Aが任意に置換されたアリールまたは任意に置換されたヘテロアリールである、請求
項３５または３６に記載の化合物。
【請求項３８】
　Ｚ1Aが０または１である、請求項３５～３７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項３９】
　以下からなる群から選択される化合物、またはいずれかの前記化合物の薬剤的に許容で
きる塩である、請求項２９に記載の化合物。
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【化１１】

【請求項４０】
　オルソミクソウイルスを改善または治療するための、請求項１～３９のいずれか一項に
記載の化合物もしくはその薬剤的に許容できる塩を含有する医薬組成物。
【請求項４１】
　オルソミクソウイルスの複製を阻害するための、請求項１～３９のいずれか一項に記載
の化合物もしくはその薬剤的に許容できる塩を含有する医薬組成物。
【請求項４２】
　オルソミクソウイルス感染症がインフルエンザウイルスである、請求項４０または４１
に記載の医薬組成物。
【請求項４３】
　ノイラミニダーゼ阻害剤、Ｍ２タンパク質阻害剤、ポリメラーゼ阻害剤、ＰＢ２阻害剤
、アマンタジン、リマンタジン、ザナミビル、オセルタミビル、ペラミビル、ラニナミビ
ル、ラニナミビルオクタン酸エステル、ファビピラビル、フルダーゼ、ＡＤＳ－８９０２
、免疫調節剤、ベラプロスト、Ｎｅｕｇｅｎｅ（登録商標）、リバビリン、（Ｒ）－３－
（（５－フルオロ－２－（５－フルオロ－１Ｈ－ピロロ［２，３－ｂ］ピリジン－３－イ
ル）ピリミジン－４－イル）アミノ）－４，４－ジメチルペンタン酸、（２Ｓ，３Ｓ）－
３－（（５－フルオロ－２－（５－フルオロ－１Ｈ－ピロロ［２，３－ｂ］ピリジン－３
－イル）ピリミジン－４－イル）アミノ）ビシクロ［２．２．２］オクタン－２－カルボ
ン酸、ＦｌｕＭｉｓｔ　Ｑｕａｄｒｉｖａｌｅｎｔ（登録商標）（メドイミューン社（Me
dImmune））、Ｆｌｕａｒｉｘ（登録商標）Ｑｕａｄｒｉｖａｌｅｎｔ（グラクソスミス
クライン社）、Ｆｌｕｚｏｎｅ（登録商標）Ｑｕａｄｒｉｖａｌｅｎｔ（サノフィ・パス
ツール社）、Ｆｌｕｃｅｌｖａｘ（登録商標）（ノバルティス社）およびＦｌｕＢｌｏｋ
（登録商標）（プロテイン・サイエンス社（Protein Sciences））からなる群から選択さ
れる一つまたは複数の作用剤との組合せでインフルエンザウイルスを改善または治療する
ための、請求項１～３９のいずれか一項に記載の化合物もしくはその薬剤的に許容できる
塩を含有する医薬組成物。
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【請求項４４】
　インフルエンザウイルスがＡ型インフルエンザまたはＢ型インフルエンザである、請求
項４２または４３に記載の医薬組成物。
【請求項４５】
　インフルエンザウイルスがＨ１Ｎ１、Ｈ３Ｎ２、Ｈ５Ｎ１およびＨ７Ｎ９からなる群か
ら選択される、請求項４２または４３に記載の医薬組成物。
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